
研修会報告レポート② 

事業名 ：保育所保育指針・和歌山市版ガイドブック策定事業                  No.01  

開催日時 令和２年１月２２日（月曜日）14：00～16：00 

研 修 名 令和元年度（第２回）学習研修会 

開催場所 ホテルアバローム紀の国（２階） 

出 席 者 

■講 師；すとうあさえ先生（基調講演）、馬場耕一郎先生（監修者講演） 

■参加者；民間保育協会  名、公立保育所  名 計４５名 

■事務局；和歌山市民間保育協会職員研修部（冨森先生、大林先生）、幼年教育機構 飯田 

研修テーマ 和歌山の食を知り、食との関りから保育を考える Vol.2 

 

【研修概要】 

 

 

１．講演①《監修者講演》馬場耕一郎先生（前厚生労働省 保育指導専門官） 

「和歌山の食から、保育の展開を考える」 

  ・前回の研修会（10/21）において JAわかやま田中副課長より講演のあった和歌山市小学 

校５年生を対象とした食農教育「袋栽培」と、和歌山の特産物等について振り返った 

  ・今回の研修会テーマである「季節の行事と食」については、保育所保育指針における 

   地域の特色を活かした観点から、園の行事等にも反映することができ大切な講演である 

 

２．講演②《基調講演》すとうあさえ先生（童話・絵本作家／児童文芸家協会 常務理事） 

             「保育を豊かに、季節の行事の由来と食のお話」 

  ・節句と二十四節気の内、今回は節分、ひな祭り、端午の節句について、行事の由来と食 

   の観点から絵本やレシピ等の紹介も交えて講演を頂いた 

  ・別添「レジュメ」参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
       《監修者講演》馬場先生            《基調講演》すとう先生 

 

３．グループワーク  

  ・基調講演を受けて馬場先生より課題をご教示頂き、４名／グループでグループワーク 

  （討議）を行った（課題「子ども達に伝えたい季節の話って何？」） 

  

  ・すとう先生・馬場先生に、各グループへ 

まわって頂いて相談～指導を頂戴した 

 
 
 
 
 

《グループワーク》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

特定非営利活動法人幼年教育・子育て支援推進機構 



研修会報告レポート② 

事業名 ：保育所保育指針・和歌山市版ガイドブック策定事業                  No.02  

開催日時 令和２年１月２２日（月曜日）14：00～16：00 

研 修 名 令和元年度（第２回）学習研修会 

開催場所 ホテルアバローム紀の国（２階） 

出 席 者 

■講 師；すとうあさえ先生（基調講演）、馬場耕一郎先生（監修者講演） 

■参加者；民間保育協会、公立保育所職員等 計４５名 

■事務局；和歌山市民間保育協会職員研修部（冨森先生、大林先生）、幼年教育機構 飯田 

研修テーマ 和歌山の食を知り、食との関りから保育を考える Vol.2 

 

【研修概要】 

 

 

４．振り返り 

 〇すとう先生から講演をして頂いた節分と節句等について、馬場先生から補足説明を行った 

・普段、園の行事として行っていた節句等についても、由来と行事食等に関して地域色を 

活かした知見やアイデア等を盛り込むことによって園の特色を引き出すことができる 

  ・家庭に向けたお便りや給食の献立表等においても伝えたい話題となる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《振り返り／グループワーク》 

 

５．事務連絡等 

 〇職員研修部からのお知らせ 

 〇次回の予告／令和元年度（第 3回）学習研修会 

  ・開催日時：令和 2年 3月 5日（木曜日）午後 2時～ 

  ・開催場所：未定 

  ・講演講師：馬場耕一郎先生（監修者） 

        国崎 信江先生（㈱危機管理研究所所長／危機管理アドバイザー） 

（基調講演）「園における危機管理について」（仮題） 

特定非営利活動法人幼年教育・子育て支援推進機構 


